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八
四
年
度
の
研
究
成
果
と
課
題

前
年
度

の
常
任
委
員
会
の
活
発
な
活
動
の
成
果

を
踏
ま
え
て
、
本
年
度

の
委
員
会

の
仕
事
に
つ
い
て
書
く
こ
と
に
し
た
。

ど
ん
な
学
会

に
お
い
て
も
、
そ
の
学
会
が
み
ず

み
ず
し
い
生
命
力
を
発

揮
す
る
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
学
会
構
成
員

に
よ
る
絶
え
ざ
る
研
究
活

動

に
よ
る
以
外
に
は
な
い
。
本
経
済
学
会
が
発
足
以
来
、

一
貫
し
て

『商

経
論
叢
』
(
一
九
六
五
年
七
月
創
刊
)
を
原
則
と
し
て
年
四
回
発
刊

し

て

き

た
偉
業
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
本
年
度
も
二
〇
巻
、
第

一
、
第
二
、
第
三

.
四
合
併
号
、
論
文
十
二
点
、
研
究

ノ
ー
ト
四
点
、
資
料

一
点
、
報
告

一

点
の
成
果
を
み
た
。
会
員
の
日
常
的
教
育
活
動
の
中
で
、
こ
う
し
た
研
究

成
果
を
み
た
の
は
、
経
済
学
部
が

い
か
に
研
究
活
動
を
重
視
し
て
い
る
か

を
示
し
て
い
る
。
と
く
に
若
手

・
中
堅
研
究
者
の
研
究
成
果
が
日
立

っ
て

い
る
点
を
特
記
し
た
い
。
こ
の
点
を
第

一
に
評
価
し
た
い
と
お
も
う
。

本
年
度
の
仕
事
で
気

の
つ
い
た
こ
と
を
第

二
点
と
し
て
あ
げ
れ
ば
、
こ

う
で
あ
る
。
前
年
度

の
中
村
平
八
委
員
長

の
提
案
を
支
持
し

た

点

で

あ

る
。

つ
ま
り

一
九
八
九
年
を

目

指

し

て
、
経
済
学
部
、
経
済
学
会
共
同

で
、
経
済
学
論
文
集

の
刊
行
、
四
〇
周
年
記
念
号

の
発
行
、
学
会
史
の
総

括
、
学
会
の
将
来
展
望
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
に
つ
い
て
は
、
八

五
年
度

か
ら
向
う
三
年
間
の
準
備
委
員
会
を
、
学
会
全
体

に
提
案
し
て
設

置
し
て
ほ
し
い
と
い
う
。
こ
の
点
八
四
年
度

の
常
任
委
員
会
で
も
確
認
し

て
い
る
。
本
年
度
の
委
員
会
で
は
、
こ
の
提
案
も
踏
ま
え
て
経
済
学
会

の

会
費
改
訂
に
よ
る
財
政
の
独
立
採
算
制
を
採
用
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の

点
は
、
八
四
年
五
月

=
ハ
日
の
学
会
総
会
で
承
認
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
学
会
費
改
訂

は
、
今
後
の
経
済
学
会
員

の

ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
、
日
常
的

研
究
活
動

の
活
発
化
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

第
三
点
と
し
て
、
講
演
会
活
動
を
あ
げ
た
い
。
本
年
度
は
、
学
生
会
員

に
公
開
講
演
会
を
開

い
た
。
第

一
回
は
、
五
月

一
四
日
、
三
井
銀
行
常
務

取
締
役
調
査
部
長

の
後
藤
新

一
氏
に
よ
る

「
金
融
の
自
由
化

に
つ
い
て
」

の
講
演
で
あ
り
、
学
生
会
員
約
四
〇
〇
名
、
教
員
会
員
五
名
が
参
加
し
、

き
わ
め
て
盛
況
で
あ

っ
た
。
第
二
回
は
五
月
三
〇
日
、
経
済
学
部
第
二
部

学
生
を
対
象
に
、

「
い
ま
平
和
を
考
え
る
」
事
務
局
長
で
あ
り
、
関
大
教

授

で
あ
る
風
間
龍
氏

に
よ
る

「
平
和
の
政
治
経
済
学
に
つ
い
て
」
の
講
演

で
あ

っ
た
。
学
生
会
員
約

↓
○
○
名
、
教
員
会
員
四
名

で
、
か
な
り
活
気

を
帯
び
た
講
演
会
で
あ

っ
た
。
こ
の
二
回
の
講
演
会
は
、
主
と
し
て
前
期

に
行
わ
れ
た
。
後
期

の
講
演
会
は
、

「
マ
ー
ケ

ッ
テ
ィ
ン
グ
の
問
題
点

に
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つ
い
て
」
と

「
市
民
社
会
像
に
つ
い
て
」
を
予
定
し
て
い
た
が
、

い
ず
れ

も
、
講
演
者
の
都
合

で
実
現
で
き
な
か

っ
た
。
こ
の
点
お
わ
び
を
申
し
上

げ
た

い
。
こ
の
点
次
年
度
に
期
待
し
、

一
会
員
と
し
て
協
力
を
し
て
い
く

つ
も
り
で
あ
る
。

第
四
点
と
し
て
、
本
学
会

の
伝
統
的
事
業

に
、
学
生
会
員
の
研
究
活
動

を
活
性
化
す
る

一
貫
と
し
て

「
学
生
懸
賞
論
文
集
」

の
刊
行

を

あ

げ

た

い
。
こ
の
点
、
本
年
度
は
、
論
文

一
一
点
が
集
ま

っ
た
。
と
く

に
特
徴
的

だ

っ
た
の
は
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
活
動
の
成
果
を
提
出
し
た
点

で
あ
り
、
個

人
論
文
が
少
な
か

っ
た
こ
と
に
あ
る
。
経
済
学
部
三
年
次
生
が
中
心
で
あ

か
ら
り
、
意
欲
的
論
文
で
は
あ
る
が
、
重
厚
性

に
少
し
欠
け
て
お
り
、
次

年
度
は
四
年
次
生
が
積
極
的

に
応
募
し
て
ほ
し
い

と

お

も

う
。
と
も
あ

れ
、
東
京
圏
の
大
学

の
経
済
学
部
の
学
生
が
、
論
文
集
を
す
で
に
連
続

一

九
号
も
刊
行
し
て
い
る
事
実
を
き

い
た
こ
と
が
な

い
。

こ
の
点
、
本
学
の

学
生
諸
君

の
研
究
意
欲
を
評
価
し
た
い
。
実

に
良

い
慣
行
で
あ
る
と
お
も

う
。
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
創
意
と
工
夫
で
、
よ
り
よ
い
学
生
論
文
集
を

刊
行
し
て
ほ
し

い
。

で
き
れ
ぽ
、
そ
の
研
究
発
表
会
を
も

っ
て
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
時
間
が
か
か
る
で
あ
ろ
う
が
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
研
究

活
動
の
成
果
と
、
個
人
論
文
集

の
そ
れ
と
を
区
別
し
て
、
学
生
自
身
が
自

主
的
に
作
業
す
る
方
式
を
考
え

て
欲
し
い
と
お
も
う
。

第
五
点
と
し
て
は
会
員

の
研
究
会
活
動
で
あ
る
。
本
年
度

は
、

こ
の
点

に
重
点
を
お
い
て
、
学
会

の
活
性
化
を
図

っ
て
い
こ
う
と
い
う
点
を
相
互

に
確
認
し
た
。
そ

の
た
め
に
、
ひ
と
つ
に
は
前
年
度
、
当
年
度

に
単
書
を

刊
行
し
た
会
員
に
報
告
を
お
願

い
す
る
、
ふ
た
つ
に
は
同
じ
く

『
商
経
論

叢
』
に
発
表
し
た
論
文
を
中
心
に
、
都
合
が

つ
く
会
員
に
報
告
を
お
願

い

す
る
と
い
う
申
し
合
わ
せ
を
し
た
が
、
結
局
、
ご
無
理
な
お
願

い
を
し
た

こ
と
に
な
る
が
、
夏
休
み
に
、
経
済
学
部
主
催

の
研
修
会
で
、
冨
岡
倍
雄

・
梶
村
秀
樹
両
教
授
の

「
韓
国
経
済

の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
」
(昭
和
五

六
年
、
世
界
書
院
刊
行
の

『発
展
途
上
国
経
済
の
研
究
』
の
一
貫
と
し
て
)
の
報
告

に
協
力
し
た
点
と
山
本
通
氏
の

「
英
国
産
業
革
命
の
旅
」

の
報
告
会
を
開

い
た
だ
け
に
終

っ
た
。

こ
の
点
次
年
度

か
ら
二
か
月
に

一
回
ご
都
合

の
つ
く
方

か
ら
、
立
場
を

越
え
て
、
研
究
報
告
会
が
開

か
れ
る
こ
と
を
望
む
次

第

で

あ

る
。
こ
の

点
、
何
よ
り
も
、
陰
で
働
く
主
催
者

の
労
苦
に
報
え
る
こ
と

を

み

ん

な

で
、
配
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
次
年
度
は
、
各
専
門
研
究
系

の
グ
ル

ー
プ
に
対
す
る
助
成
金
を
増
額
す
べ
き
で
は
な
い
で

あ

ろ

う

か
。
同
時

に
、
本
学
会
員
の
中
で
、
関
東
部
会
、
全
国
学
会
で
報
告
す
る
方
に
、
本

学
会
で
も
報
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
ら
ど
う
で
あ

ろ

う

か
。
所

ヘ

へ

詮
、
研
究
活
動
は
、
会
員
の
自
立
と
連
帯
な
く
し
て
前
進
し
な
い
の
で
あ

る
。
さ
ま
ざ

ま
な
こ
だ
わ
り
を
す

て
て
、
研
究
活
動
の
前

に
平
等
の
精
神

を
も

つ
こ
と
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
院
生
も
参
加
し
て
ほ
し
い
も

の
で
あ
る
。
こ
の
学
会
が
大
学
院
生
の
研
究
活
動
と
も
、
連
帯
し
て
ほ
し

い
も
の
で
あ
る
。

「制
度
」
の
枠
を
越
え
て
研
究
活
動
を
活
発
化
し
て
ほ

し
い
も

の
で
あ
る
。

第
六
点
と
し
て
、
名
誉
会
員
制
度

に
つ
い
て
で
あ
る
。
前
年
度
委
員
会

が
、
先
輩

の
学
会
員
の
業
績
を
評
価
し
、
定
年
退
職
者
に
公
平
で
か
つ
平

等
に
、
名
誉
会
員
制
度
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
案

に
、
本
年
度

常
任
委
員
会
は
全
面
的

に
賛
成
し
、
承
認
し
ま
し
た
。
本
年
度
常
任
委
員

会
は
、
前
年
度
委
員
会
が
具
体
的
に
、
名
誉
会
員
が

「紀
要
に
寄
稿
し
、
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研
究
会
、
委
員
総
会
、
横
浜
五
大
学
連
合
会
な
ど
経
済
学
会
の
諸
活
動

に

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
」
に
原
則
的
に
賛
成
し
た
。
た
だ
し
、
「寄
稿
」

に
あ
た

っ
て
は
、
原
則
と
し
て

「自
発
的
な
投
稿
」
に
し
て
回
数
も
年
に

一
度

に
し
て
は
ど
う
か
、
現
会
員
の
寄
稿
の
多
寡

に
よ

っ
て
、
常
任
委
員

会
で
、
そ
の
年
度
の
投
稿
者
を
決
め
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
も
あ

っ
た
。

こ
の
点
、
柔
軟
に
考
え
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
決
定
し
た
。
ま
た
現
行
会

則

「
第
四
条
」

の
あ
と
に

「
第
五
条
、
本
学
会
に
名
誉
会
員
を
お
く
こ
と

が
で
き
る
。
名
誉
会
員
は
、
常
任
委
員
会
が
推
薦

し
、
会
員
総
会

の
承
認

を
・瓦
る
」
と
い
う
条
文
を
お
い
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
は
、
八
四
年
常

任
委
員
会
は
、
そ
れ
を
内
規
と
し
て
承
認
す
る
と

い
う
決
定
を
し
た
。

つ

ま
り
、
こ
の
点
は
条
文
を
設
け
る
の
で
は
な
く
、
現
行

の

「
第
四
条
」
の

ヘ

ヘ

へ

「
そ
の
他
」
の
項
目
に
含
め
て
解
釈
す
る
と
い
う
点
で

一
致
し
た
。
さ
ら

に
、
本
学
会
を
、
最
終
に
し
た
五
年
間
以
上

の
会
員
を
定
年
退
職
者

の
資

格

(名
誉
会
員
)
と
し
て
、
前
述

の

「
寄
稿
」

「研
究
会
参
加
」

「
五
大

学
会
参
加
」
を

「
お
認
め
す
る
」
か
ま
た
は

「
お
願
い
す
る
」
と
い
う
意

見
が
で
た
。
以
上
の
点
を
含

め
て
、
本
年
度
常
任
委
員
会
と
し
て
決
定
し

た
。
た
だ
時
間
の
関
係
で
、
総
会
に
か
け
て
い
な

い
の
で
、
次
年
度
、
春

の
総
会

で
、
承
認
し
て
頂
き
た
い
と
お
も
う
。

こ
の
制
度
は
、

ユ
ニ
ー
ク

な
制
度

で
あ
り
、
学
会
の
先
輩
、
後
輩
の
研
究
交
流
の
活
発
化
に
と

っ
て

も
意
味
が
あ
る
。
な
お
こ
の
点
二
年
前

に
提
案
し
た
時
点
の
定
年
退
職
者

を
登
録
し
て
ほ
し
い
と
お
も
う
。

第
七
点
と
し
て
横
浜
五
大
学
連
合
学
会
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。
横
浜

五
大
学
連
合
学
会

の
今
年
度
の
大
会
お
よ
び
総
会
は
、
昭
和
五
九
年
十
二

月

一
臼

(土
)
、

当
番
校

で
あ
る
横
浜
国
立
大
学
経
営
学
部

(主
催
校
、
大

藪
俊
哉
教
授
代
表
)
で
行

わ
れ

た
。
公
開

シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム
の

テ

ー

マ

ま
、

「
み
な
と

み
ら

い
を

め
ぐ

る
諸
問
題
」

で
あ

り
、
次

の
四
報
告

者

・

一
コ

ー
デ

ィ
ネ
イ

タ
ー
に
よ

っ
て
行

れ

た
。
ω

「
横
浜

の
街

づ
く

り
」
若
竹
馨

(横
浜
み
な
と
み
ら
い
企
画
部
長
)
、

②

「
み
な
と

み
ら

い
の
計

画
概

要
」
・

広
瀬
…良

一
(横
浜
市
都
市
計
画
み
な
と
み
ら
い
担
当
主
幹
)
、

㈹

「
生
態

学

か
ら

み

た
都
市
」
鈴
木
邦

雄

(横
浜
国
立
大
学
経
営
学
部
助
教
授
)

ω

「
都

市

と

景
観

f
金
沢

八
景

の
風

景
を
通
し

て
都
市

の
風
景

を
考

え
る
」
高
津
鉄
朗

(関
東
学
院
大
学
工
学
部
教
授
)
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
イ

タ
ー
清
水
嘉
治

(神
奈
川
大

学
経
済
学
部
教
授
)

本
年
度

は
、
当
番
校

で
あ

る
横
浜
国
大
経
営

学
部

の
主
体
的

な
提

案

に

よ

っ
て

テ
ー

マ
を
決
定

し
た
。

つ
ま
り
地
域
経
済

の

将

来

像

を
、
実

務

家

、
生
態

学
、
都

市

工
学

の
視
点

か
ら
検

討
し

て
は
ど
う

か
と

い
う
提
案

が
な
さ
れ

、
五
大

学
運

営
委
員
会

が
、

こ
れ
を
承
認
し

て
行

わ
れ
た
。
公

開

シ

ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
あ

り
、
市
民
も
積
極
的

に
参

加
し
、
各
報
告

者

に
対

し

て
、
地
元
市
民

の

ニ
ー
ズ

に
基
づ

い
て
、

「
み
な
と
み
ら

い
21
」

を
実

現

し
て
ほ
し

い
と

い
う
声

が
強

か

っ
た
。
も

ち
ろ
ん
、
各
報
告

は
、
き

わ

め
て
内
容
豊
窟

で
あ

っ
た
。

一
方

、
部
会
報
告

は
、
経
済

学
史
学
会

で
は
、
羽

鳥

卓

也

(関
東
学
院

大
教
授
)

の

「
リ
カ

ー
ド

の
経
済

学

に

つ
い
て
」
(
仮
称
)
の
報
告

が

あ

っ

た
。
ま
た
五
大
学

の

一
環

と
し

て
世

界
経
済
研
究
部
会

は
、
十

皿
月

一
七

日
(
土
)
、
地
方
自

治
研
究

セ
ン
タ
ー

で
、

杉

本
俊

朗

(横
浜
商
大
教
授
)
の

司
会

で
、

「
最
近

の
ア

メ
リ
カ
経

済

の
特
徴

に

つ
い
て
」
、

報
告
者

、

萩

原
伸
次
郎

(横
浜
国
大
助
教
授
)
、

「
韓
国
経
済

の
発

展
」
、

報

告
者
、

冨
岡

倍

雄

(神
奈
川
大
教
授
)
の
順
序

で
す
す

め
ら
れ

た
。

い
ず
れ
も

、
密
度

の
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高

い
報
告
で
あ
り
、
活
発
な
討
論
が
あ

っ
た
。
本
学
会
員
か
ら
は
、
鳴
瀬

成
洋
会
員
と
わ
た
く
し
が
参
加
し
た
。

な
お
総
会
で
は
、
昭
和
五
八
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
書
、
昭
和
五

九
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
書
が
承
認
さ
れ
た

(詳
細
は
、
経
済
貿
易
研

究
所
内
の
経
済
学
会
の
五
大
学
連
合
学
会
フ
ア
イ
ル
に
保
存
)
。
「学
会
活
動
補
助

金
支
出
基
準
」
は
昨
年
通
り
で
あ
る
。

つ
い
で
に
ふ
れ
て
お

き

た

い

の

は
、
昭
和

二
七
年

に
発
足
し
た
当
時

の

「横
浜
四
大
学
連
合
学
会
」
も
、

す
で
に
、
発
足
以
来

三
十
三
年
に
な
る
。
こ
の
辺
で
、
学
会

の

三

五

年

史
、
学
会
の
あ
り
方
な
ど
を
、
五
大
学
会
全
体

で
、
検
討
し
て
ほ
し

い
も

の
で
あ
る
。
と
く

に
若
手
研
究
者
が
、
本
来

の
専
門
学
会
活
動
と
地
域
学

会
活
動
を
結
び
つ
け
て
、
主
体
的

に
活
動
し
て
ほ
し
い
。
社
会
科
学
と
地

域
と
の
あ
り
方
が
、
ア
メ
リ
カ
で
も
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
問

わ

れ

て

い

る
。

い
ま
改
め
て
、
経
済
学
と
地
域
経
済
と
の
関
係
を
、
総
点
検

し
て
ほ

し
い
。
市
民
社
会
の
風
土
と
人
間
、
経
済
、
文
化

の
あ
り
方
を
、
多
面
的

に
研
究
し
て
は
ど
う

か
で
あ
ろ
う
か
。
横
浜
五
大
学
を
魅
力
あ
る
学
会
に

す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
、
改
め
て
会
員
が
検
討
す
る
時
機

に
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
点
日
本

の
経
済
学
系
の
学
会

の
体
質

改
革

の
問
題
と
共
通
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
と
い
う
の
は
、
本
年

度
、
日
本
全
体

の
学
会
が
、
日
本
学
術
会
議
の
性
格

の
変
更
に
と
も
な

っ

て
、
新
会
員

の
推
薦

に
狂
奔
さ
せ
ら
れ
た
点
と
関
係
し
て
い
る
よ
う

に
お

も
う
。
従
来
の
自
主

・
民
主

・
公
開

・
参
加

の
学
術
会
議
の
性
格
が
、

一

昨
年
政
権
政
党
に
よ

っ
て

一
方
的

に
、
従
来

の
公
選
制
を
推
薦
制

に
改
変

さ
れ
た
。
こ
の
こ
と

に
よ

っ
て
、
経
済
学

の
各
専
門
領
域
の
学
会
は
、
現

場

の
研
究
者
の

ニ
ー
ズ
を
聞
く
よ
り
も
、
役
員

の
推
薦
人
選
び
に
狂
奔
さ

せ
ら
れ
、
従
来

の
学
会

の
体
質
を
改
革
し
て
い
く
と
い
う
発
想
を
み
る
こ

と
が
で
き
な
か

っ
た
。
こ
の
点
、
現
場

の
学
会
活
動
、
地
域
の
学
会
活
動

を
通
じ
て
、
活
性
化
し
て
い
く
以
外

に
な
い
と
お
も
う
。

最
後

に
な

っ
た
が
、
本
年
度

の
常
任
委
員
会
と
し
て
、
実
務
上
の
次
年

度

の
課
題
と
し
て
は
、
「商
経
論
叢

の
組
み
方
」
、
「
か
な
が
わ
論
叢
」
の
性

格
、
常
任
委
員
、
監
事
の
選
挙
規
約
作
り
、
研
究
会
の
持
ち
方
な
ど
の
諸

問
題
が
あ
る
を
報
告
し
て
お
く
。
こ
の
点
、
別
紙
で
、
「申

し
送
り
事
項
」

と
し
て
残
し
、
次
年
度

の
常
任
委
員
会
で
検
討
し
て
ほ
し
い
。
な
お
本
年

度
常
任
委
員
と
し
て
、
中
田
信
哉

(総
務
)
、
海
老
澤
栄

一

(編
集
)、
上
沼

克
徳
(編
集
)、
鳴
瀬
成
洋

(会
計
)
の
各
氏
が
総
務
委
員
と
し
て
活
躍
し
、

小
山
吉
之
助
、
吉
田
威

の
両
氏
が
監
査
を
担
当
し
た
。

こ
う
し
た
常
任
委

員
の
積
極
的
な
活
動
に
よ

っ
て
、
本
年
度

の
学
会
活
動
を

一
歩
前
進
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
と
お
も
う
。
こ
こ
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。


